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今年もいよいよ残りわずかとなりました。皆様方におかれましては、ますます御健勝のこととお喜

び申し上げます。日頃は我々補導委員会の活動にご理解、ご支援を賜り、誠にありがとうございます。 

小・中学校は、12月２４日(土)から1月９日(月)まで、冬休みを迎えます。私たち補導委員（小学校

教師１名 中学校教師４名 地域より５名）は、年末年始も校区近隣のパトロールを実施いたします。

オレンジのベストが目印ですので、何か気になることがございましたら、お気軽に声をおかけいただ

き、情報の提供をお願いします。 

 

小学校より 
日頃より、スクールガード江井島小学校区の皆様をはじめ、ＰＴＡ愛護部の皆様、地域の皆様には、

児童の安全にご尽力いただき、誠にありがとうございます。 

さて、１０月５日には授業参観、１１月１２日には音楽会と無事開催することができました。地域

の方々や保護者の方々に、子どもたちの日頃の授業の様子や頑張る姿を見せられたことを嬉しく思っ

ております。また、たくさんのご支援をいただき、ありがとうございました。 

本校では１１月より、登下校の際に防寒のために、上着や長ズボン（手袋・ネックウォーマー）を

着用しています。防寒には効果的ですが、ポケットに手を入れて歩いたり、ネックウォーマーで顔の

下半分を覆い、視界が不十分になったりするなど、安全面での不安も感じています。また、登下校の

歩き方について、地域の方々からお声がけをいただくことがあります。全校集会で呼びかけたり、各

学級での指導をしたりして、安全に登下校ができるように継続して指導を行っています。気になる様

子がありましたら、子どもたちへのお声がけをお願いします。 

 

中学校より 
 今年度は4月から学校のルールの見直しを行い、学校側が一方的に決めた校則ではなく、生徒・保

護者・地域の声を取り入れ『みんなで考えて作る校則』を目指してきました。その結果、①制服の冬

服・夏服・合服の期間指定をなくし、年間を通してどの制服を着てもOKにする、②通学用運動靴の

色を自由にする、③靴下の色を白に加え黒と紺をOKにする、④ツーブロックとお団子くくりの髪型

を（条件付きで）OK にするなど改訂案が出され、2 学期を試行期間とし、現在最終調整の段階に入

っています。それに加えて来年度から『みんなが選べる明石の制服』も導入され、これまでとは大幅

に様変わりした登下校の生徒の様子が予想されます。今後とも地域の皆様の温かい見守りと、校則等

に関する忌憚のないご意見を賜れば幸いです。 

 

 校区補導委員より 
年の瀬まで残り僅かとなりました。今年１年を振返り、ロシアのウクライナ侵攻・新型コロナウイ

ルス変異株・安部元総理銃撃事件・統一教会問題・有名人の不慮の事故等々、国内外で予想外の「命」

に係わる重大ニュースが多かったのが印象的です。１２月半ばには、世相を表す漢字一字が発表され

ますが「命」に対する重要性を感じた１年であったように思います。事件・事故の大小にかかわらず

必ず原因があり、その対策が必要になります。対策でも事件・事故発生後の事後対策より事件・事故

を起こさないための事前対策がより重要だと思います。また対策が有効であるかの検証も必要です。      

小中学生の事件・事故・トラブルを考えると、スマホ、タブレッドの普及・低年齢化に伴うＳＮＳ・

Ｌｉｎｅ問題は子供だけでは解決できない問題であり、学校・家庭・地域で事前に対策を講じる必要

があります。現在、小中学校教育の中で児童生徒の思考力・判断力・表現力の向上を図る目的から児

童生徒の発達段階に応じて、ＰＣやタブレット端末等のＩＣＴ機器を活用した授業が活発になり、小

中学生のスマホ・タブレッドに対する豊富な知識及び操作について、保護者が追いついていないのが

現状であるように思います。またスマホ・タブレッドを適正に使用するため、犯罪防止の観点から「学

校内での生徒に対する倫理教育」「地域での保護者対象のスマホ・タブレッド講習会」等の対策が必要

ではないでしょうか？対策に対する有効性を共有し問題を事前に回避すべきであると思います。 

江井島校区では少年非行に対する啓蒙活動、登下校時のスクールガード、小・中学校・地域パトロ

ール活動、消防団、愛護部など各種活動など、地域安全に対する情報の共有化に取組んでいます。地

域の皆様、保護者の皆様、子どもの安全に対する取組みについてのご理解、ご協力をお願いします。 

 

 

 

【中学生にスマホを持たせるメリット・デメリット】       ※TONEファミリーHPより一部抜粋 

【中学生にスマホを持たせるメリット】 【中学生にスマホを持たせるデメリット】 

〇居場所確認 〇スマホ依存のリスク 

〇緊急連絡手段の確保  〇SNSなどでトラブルに遭う可能性 

〇IT社会に順応するための入り口 〇視力が低下する可能性 

〇コミュニケーション能力向上 〇依存による成績に影響する可能性 

〇情報収集能力がつく 〇費用が保護者にとっての負担 

【中学生のスマホ利用におけるリスク対策】 

ルールを決める 

1日にスマホを使用してよい時間帯と場所を決める 

夜○時以降はスマホを保護者に預ける 

LINEや SNSで連絡は実際に会ったことのある人のみの限定 

禁止事項、注意すべきこと、ルールに反したときのペナルティ 

利用制限 

アプリの利用制限、アプリ利用状況の確認 

有害サイトのフィルタリング 

子供のスマホの位置確認利用 

歩きスマホの感知や自画撮り被害のブロック 

子供のスマホの利用状況のレポートなどの高度な機能も利用 

 
この補導委員会だよりは江井島中学校ホームページにも掲載されております。 


